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 臨床的事実あるいは免疫学的観察は,ある種の抗体が児に移行することを認めている。山口,
 Danci8らは人胎盤の蛋白移行経略は主として胎盤であろうと推定したが,移行経路の微細部
 分については全(報告がなし㌔近年ferri'しin抗体法が開発されるに及んで,一暦微細な粒
 子の細胞内にとりこみが確認出来る様になった。藩者は蛋白質の人胎盤絨毛内とりこみ機序を
 解明するために,免疫蛋白である7-gユobu.lin,及び可視蛋白であるferri七in蛋白を
 七racerとして,人胎盤に冷ける通過路を電子顕微鏡的に追求し以下の成績を得た。
 1実涙材料及び実験方法
 1)ヒトr-910bulinの分画,並びに抗体作製法:新鮮人血清より,>6飽和硫安塩析法に
 より分画し,濾紙電気泳動法により7-9ユobuユinのみを証明し得た。このヒト7'一910buユi泊
 に対する抗体作製法は家兎5頭につき石田らの方法に準じて行なった。.
 2)ferritin抗体結合体の作製:ferri七inはpentex社の製品を1吏朋し,Tawde
 &Ramの方法によウ,抗体とferri七inを結合さぜた0
 5)標本作製:娩出直後の人胎盤絨毛片を,ヒトr-glObulinを加えたHank8液中に
 incubate(57C20分),5%formalinで固定した(pHZ24C、60分)。其
 の後細片化し,これにferrlUn抗体を反応せしめた(室温20分)。PBSにて洗滌後
 OSO些にて固定し,脱水,Epon包埋・切片作製の後,電子顕微鏡的に観察した。以上の他
 blockingtg8tや,ferriti皿蛋白単独負荷による実験も行なった。
皿実験成績
 1)ヒトr-9ユobu■inと免疫学的に特異的に結合したと認められるferri七in粒子(以
 F.G粒子)の分布は大略以下の通りである。syncy七ium細胞(以下S細胞)の絨毛間腔に
 むける自由表面ではF.G粒子は皿ierOvi■ユi表面に吸着した形でみられ,更にpinocy'一
 totiove8icles,tubuエarinvaginatエon等の中に存在する。一部にはこれ
 らの各現象から,直接細胞質に移行しているほか,所謂den8ebo邑y内にもF.G粒子の集
 積がみられた。其の他の細胞内小器官については,たお不明の点が多かった。またLanghan8
 細胞(以下L細胞)内にはF.α粒子を殆んど認められなかった。
 2)ferriUn蛋白単独負荷による実験の結果,S細胞自由表面及び表層部での所見は,
 ヒトト9ユobul加の場合と同様であったが,さらに基底膜以下にお・ける分布もみとめられた。
 基底膜に齢いては.比較的均一た分布として存在し,間質匠蔚いては,膠原線維の密な部分や,
糞
 一肩4一
 間質細胞の特有な分岐状突起内にferri七in粒子の密だ分布をみとめた。
 伍考按,並びに結語
 Danc18は妊婦にお・いて,7-9ユobulinが入胎盤を通過し得ることを証明しているが,
 さらに,山口,森塚,多田は螢光抗体法を用いてinviむrOで7-globuiinの入胎盤通
 過の姿をとらえている。一方胎盤に沿ける物質通過の殊細機序については,山口,中野による脂
 肪けんだく液の実験によって明らかにされている。著者はferri七in抗体法により,人胎盤
 にかけるヒトr-9ユobuユinの通過機序を電子顕微鏡的にとらえようと試み,さらにferritin
 蛋白そのものの通過機序を解明しようと試みた。その結果からヒト7-globulin及びferriUn
 蛋白の入胎盤「とりこみ」の機序は次の様に考えられる。これら蛋白質通過の第コ段階はS細胞自由表面へ
 の吸着であり,次いでmicrOviユli基底部の細胞膜に,pinocyto8i8乃至は,七ubu-
 larinvaginaUonが起って細胞内への生物学的「とりこみ」が行なわれる。この様た
 段階から蛋白質の一部は細胞の浅い部分にむいて「とりこみ」小胞系から細胞質へ直接移行する
 様である。又分子量の小さいr-globulinでは表面吸着から直接細胞質へ入るコースも存在
 する様である。細胞内ではdensebody'への集積及びその処理ということも存在する様で,
 こf1.はBrigh舳anの述べているcry8七aユinepackingの形と考えられる。S細胞深
 層部では小胞系内ferritin粒子の分布が非常に少くなるが,恐らく之は細胞質に移行して
 しまうことによるものであろう。
 以上ferritinや更に分子最の小さな7-9エObulinの胎盤絨毛通過路には山口,中野
 による脂肪通過路との間に大きな差異はなぐ,唯分子量の小さい為か,その一部が,s細胞自由
 表面にむいて直接滲透する点が異っている。
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